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論文内容の要旨

本論文は， TEA CO2 レーザーとプラズマフォーカス及びレーザープラズマの生成加熱に関する相

互作用の研究成果をまとめたもので 6 章より構成されている。

第 1 章は， レーザーとプラズマの相互作用の重要な問題点を明らかにし，本研究の工学的位置づけ

を与えている。

第 2 章では，プラズマフォーカス装置で作られたプヨズマの諸特性，フォーカスの最適条件，電子

密度，電子温度などを調べ，得られた特性について検討している。

第 3 章では，フォーカスピンチの強い出合に微視的な不安定振動が現れると共に X線及び中性子の

発生量の増加が認められる場合を論じその発生機構について検討している。

第 4 章では ， TEA CO2 レーザ一光をフォーカスピンチ部に絞り込み， レーザ一光がプラズマに有

効に吸収され電子温度の上昇と中性子の発生量の増加結果をとり上げレーザ一光照射によりプラズマ

に不安定性が発生しイオンが加熱される過程について検討している。

第 5 章では，レーザーのエネルギーがレーザーで生成したプラズマに異常吸収される事実をのべそ

れが生じるレーザーしきい値を明らかにしている。レーザーによりプラズマからの高調波と自己磁場

などの観測結果についても検討している。

第 6 章は，結論であって，フォーカスプラズマの諸特性および~C02 レーザー照射による中性子の発

生，増加，エネルギーバランス，レーザープラズマとの相互作用の実験結果を総括し，得られた研究

の成果を明らかにしている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，プラズマフォーカスのピンチプラズマに CO2 レーザ一光を照射し， レーザ一光の吸収加

熱に関する相互作用をしらべ，さらにレーザ一生成プラズマとの相互作用や自己磁場発生について実

験研究をまとめたもので，その成果を要約すると次の如くになる。プラズマフォーカスの諸特性を種

々の計測手段によりしらベピンチプラズマを得る最適条件を見出し，プラズマがピンチする時一定の

条件の下で不安定振動が現れること，照射レーザ一光によってもこれが励起されることを確めている。

この不安定振動によりプラズマフォーカスより放出される X線， y 線， D-D反応による中性子量

が増大することを見出し その相関を明らかにした。レーザ一生成プラズマについてもパラメトリッ

ク不安定性による異常吸収機構が加熱の主原因であることを証明した。

以上のように本論文は， CO2 レーザ一光とプラズマとの相互作用を実験的に解明し，学術上興味あ

る多くの知見を得ると共に， レーザー核融合の発展に重要な基礎を与えるものでプラズマ工学に寄与

する所が大である。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める口
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